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令和８年２月教育委員会定例会議事録 

 

 １ 日時 令和８年２月 10日（火） 午後１時 30分から 

 

 ２ 場所 鈴鹿市役所 本館 11階 教育委員会室 

 

 ３ 出席 教育長 （廣田隆延） 

      教育委員会委員（笠井智佳、松嶌康博、服部直美、加藤貴也） 

 

 ４ 議場に出席した職員 

  教育委員会事務局教育次長（永井洋一）、教育委員会事務局参事（磯部仁）、参事兼教育

総務課長（横木一郎）、参事兼教育政策課長（白木敏弘）、参事兼学校教育課長（藤見忠）、

教育指導課長（上田由実子）、教育支援課長（鈴木康仁）、文化振興課長（柳井谷光教）、

参事兼こども政策課長（中上陽子）、書記（木葉健介）、書記（久住孝大） 

 

 ５ 議事 

 （１）令和８年度鈴鹿市教育費予算案について            （関係各課） 

 

 ６ 報告事項 

 （１）令和８年度鈴鹿市立学校の通学区域の弾力化による就学について 

（学校教育課） 

 （２）中学生ピロリ菌検診実施について              （学校教育課） 

 （３）令和７年度小中学校卒業証書授与式の告辞について      （教育指導課） 

 

 ７ その他 

 （１）令和８年２月教育委員会臨時会の開催について        （教育総務課） 

 

 ８ 傍聴人０名 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（教育長）皆様、こんにちは。定刻となりましたので、ただ今から令和８年２月教育委員会

定例会を開催します。本日の議事録署名委員は、服部委員にお願いいたします。 

 

（教育長）それでは、議事に入ります。議案第 2210号「令和８年度鈴鹿市教育費予算案につ

いて」をお諮りします。事務局から説明をお願いいたします。 

 

（参事兼教育総務課長）それでは、議案第 2210号「令和８年度鈴鹿市教育費予算案」の概要
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について、説明いたします。なお、私からは、教育費予算案の全体に係る部分と教育委員

会事務局所管分の具体的な事業について、説明いたします。別冊資料の「令和８年度鈴鹿

市教育費予算案」の１ページ「１教育費予算」「(１)総括」を御覧ください。令和８年度の

教育費の総額、合計欄でございますが、70 億 8,040 万８千円でございまして、令和７年度

と比べまして、１億 5,673 万８千円の減額でございます。財源内訳としましては、国県支

出金が 12億 2,272万９千円、地方債が１億 3,080万円、その他が５億 6,378万５千円、一

般財源が 51億 6,309万４千円でございます。 

次に、「（２）項別内訳」につきましては、教育費 70億 8,040万８千円のうち教育総務費

が 22 億 2,995 万円、小学校費が 19 億 1,929 万３千円、中学校費が７億 1,516 万５千円、

幼稚園費が２億9,810万４千円、社会教育費が１億6,567万１千円、保健体育費が17億5,222

万５千円でございます。次に、「（３）部局別内訳」につきましては、先ほど、説明させて

いただきました教育費の総額 70億 8,040万８千円のうち、教育委員会事務局の所管分は 61

億 5,571 万１千円で、昨年度と比べ、２億 1,382 万円の減額でございます。続きまして、

文化スポーツ部の所管分は 3,799万６千円で、昨年度と比べ、190 万６千円の増額でござい

ます。最後に、こども政策部の所管分は８億 8,670万１千円で、昨年度と比べ、5,517万６

千円の増額でございます。 

次に２ページを御覧ください。「２債務負担行為」についてでございますが、まず、「学

校図書館巡回指導員派遣委託料」2,145万円につきましては、令和８年度から令和９年度ま

での期間で契約をする学校図書館巡回指導員派遣委託に係る令和９年度分の費用でござい

ます。次に「小中学校空調設備整備事業」５億 7,293 万８千円につきましては、各小中学

校の教室に整備いたしました空調設備の令和９年度から令和 16年度までの借上料でござい

ます。次に「小学校長寿命化改修事業」9,429万２千円につきましては、長太小学校の校舎

の外壁及びトイレ等の改修工事に係る令和９年度分の費用でございます。次に「中学校長

寿命化改修事業」２億 4,761 万４千円につきましては、白子中学校の長寿命化改修工事期

間中の仮設校舎の借上料に係る令和９年度分の費用でございます。最後に「学校給食食材

費」３億 6,300 万円につきましては、令和９年度１学期分の食材につきまして、令和８年

度中から調達の手続きをさせていただくための費用でございます。続きまして「３地方債」

でございますが、小学校施設整備事業 5,820 万円は、各小学校のトイレ改修工事及び維持

修繕費等に係る費用でございます。次に、中学校施設整備事業 920 万円は、創徳中学校の

トイレ改修に伴う費用でございます。最後に、給食センター施設整備事業 6,340 万円は、

学校給食センターの設備機器等の更新に係る費用でございます。 

続きまして３ページから 31ページは、教育費予算案に関する歳入及び歳出の説明書でご

ざいますが、こちらにつきましては、議案をもって説明に代えさせていただきます。続き

まして 32 ページから 35 ページは、議案資料としまして、令和８年度の教育費予算案の中

でも、政策的事業を中心に、主な事業を記載しております。私からは、そのうち教育委員

会事務局所管分を説明させていただきます。まず、32ページの上からですが、「学校給食費
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管理費／食材調達費」10 億 825 万円は学校給食食材の調達費でございます。次の「教育情

報化推進費」４億 8,847 万２千円は、鈴鹿市教育ＩＣＴ環境整備事業における教育情報ネ

ットワーク等の構築及び運用管理等に要する費用でございます。次の「義務教育学校施設

整備事業費」2,557 万５千円は、天栄中学校区の小中学校を再編し、令和 14 年４月の開校

を目指して設置する義務教育学校に要する費用でございます。次の「教育推進費／スクー

ルバス運行事業費」3,949万２千円は、天栄小学校のスクールバス運行業務委託料等に要す

る費用でございます。次の小学校「学校施設長寿命化／大規模改造事業費」7,208万５千円

は、長太小学校外壁・トイレほか改修工事等に要する費用でございます。次の中学校「学

校施設長寿命化／大規模改造事業費」6,255 万６千円は、白子中学校東館ほか改修工事等に

要する費用でございます。次の「就学援助費（小学校・中学校）」１億 2,530 万４千円は、

要保護及び準要保護世帯の児童生徒に対し、学用品費等を援助する費用でございます。次

の「学びサポート環境づくり事業費（小学校・中学校）」３億 4,747万１千円は、特別支援

補助員（介助員・支援員）並びに特別支援教育、少人数指導、複式学級及び教科担任制に

対応するための非常勤講師及び医療的行為を必要とする学校に看護師を配置する費用でご

ざいます。 

続きまして、33ページを御覧ください。次の「教育活動費等／水泳授業委託事業費」5,453

万６千円は、水泳授業外部委託に係るスポーツ指導委託及び貸切バス手配委託に要する費

用でございます。次の「国際化教育推進費」4,285万８千円は、外国語指導助手の基本報酬

及び英検ＩＢＡ実施に係る学力調査委託費用等でございます。次の「外国人児童生徒サポ

ート事業費」6,310万４千円は、外国人児童生徒等の学力保障のための教育環境整備、外国

人児童生徒が一定水準の日本語指導を受けられる支援体制づくり、外国人児童生徒への就

学支援等に要する費用でございます。「不登校対策推進事業費」2,563 万７千円は、小学校

のスクールライフサポーター、中学校の不登校対策教育支援員、不登校対策アドバイザー

に要する費用及び教育支援センター（けやき教室、さつき教室）の運営等、小学校校内サ

ポート教室「ほっとルーム」の設置等の費用でございます。最後に、「コミュニティ・スク

ール推進事業費」337 万３千円でございますが、児童生徒の教育環境の推進を支援するため、

小中学校に地域コーディネーターや学校支援ボランティアを配置する費用及び学校運営協

議会を要とした教育活動の浸透と充実を図るため、コミュニティ・スクール推進研修会を

開催するための費用でございます。教育委員会事務局の所管分については、以上でござい

ます。よろしく御審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

（文化振興課長）それでは、続きまして令和８年度教育費予算案のうち文化スポーツ部所管

事業の主な事業について説明いたします。30ページを御覧ください。「鈴鹿市二十歳のつど

い事業費」227万４千円は、大人となった自覚を促し、二十歳になられた方を祝い励ますた

めに二十歳のつどいを実施する経費でございます。「市民学習活性化事業費」60万３千円は、

市内の高等教育機関や企業等と連携し、市民へ専門的分野の学習機会を提供する市民アカ
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デミー「まなベル」の実施に係る経費でございます。次の「地域家庭教育支援事業費」333

万円は、地域が主体となり、こどもたちが健やかに育まれる環境づくりを推進する「放課

後子ども教室」及び「土曜体験学習」の実施に係る経費を計上しております。文化スポー

ツ部所管の予算概要につきましては、以上でございます。 

 

（参事兼こども政策課長）続きまして、こども政策部所管事業について、説明申し上げます。

32・33 ページを御覧ください。まず、「施設管理費/施設管理委託料」でございますが、施

設設備の適正な状態を保つために幼稚園施設の特定建築物等定期点検委託や消防用設備等

点検委託などの委託料といたしまして、495 万２千円を計上しております。次の、「学びサ

ポート環境づくり事業費」は、公立幼稚園に在園する支援が必要な園児の介助を行う、特

別支援補助員を配置するための経費で、3,690 万２千円を計上しております。次の、「特別

支援教育推進事業費」は、保育所（園）や幼稚園、小中学校等への支援方法等の助言、及

び職員のスキルアップのための助言等を行った際の助言者への報償費や、すずっこファイ

ル作成のための費用、及び「すずっこスクエア」の活動における教材、消耗品の費用で 211

万７千円を計上しております。こども政策部所管分の説明は、以上でございます。 

 

（教育長）ただ今の議案に御質問、御意見がございましたら、お伺いしたいと思います。 

 

（笠井委員）私からは、２点質問させていただきます。まず、資料 30ページの「スクールバ

ス運行事業費」についてです。次年度から動き始めるということですが、この委託料の中

には運転手の人件費やバスの整備費なども含まれているのでしょうか。 

 

（参事兼教育政策課長）スクールバスの運行委託料がこの事業に係る予算のほとんどを占め

ております。この中には入札で落札したバス事業者が運行業務として、ドライバー代やバ

スの持込費用などの一切が含まれています。それ以外の費用としては、添乗員の費用と乗

降管理システムの費用を予算計上しております。 

 

（笠井委員）ありがとうございます。昨今、人件費などの高騰がありますので、添乗員や運

転手について、年度途中で予算計上が変わる可能性はあるのでしょうか。 

 

（参事兼教育政策課長）来年度以降に関しましては、一旦、予算の範囲内で人件費の上昇に

対応させていただく形になります。 

 

（笠井委員）２点目の質問ですが、同じく 30ページの「就学援助費」が減額となっている理

由を教えてください。 
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（参事兼学校教育課長）国による学校給食費の新たな負担軽減制度の創設に伴い、これまで

の給食費に係る就学援助が減額となりましたことが主な要因となっております。 

 

（笠井委員）要保護及び準要保護世帯の児童生徒数が減ったというわけではないという認識

でよろしいでしょうか。 

 

（参事兼学校教育課長）児童生徒数は減少しているのですが、就学援助を必要とする御家庭

についてはそれほど変動がなく、同じような水準で推移しております。 

 

（笠井委員）援助の必要がある御家庭にはぜひ財源を、という考えのもとで質問させていた

だきました。 

 

（加藤委員）今回３つの学校を１つに統合するという大きな変化がある中で、それに関連す

る予算の動きを把握しておくことは今後非常に重要になると考えています。これは予算だ

けの話ではありませんが、変化に合わせてこどもたちの教育環境を整えていく際、予算が

どう動いているのか、あるいは統合によって「新しくできるようになったこと」や「逆に

できなくなったこと」を、バスといった単発の事案だけでなく、全体像として理解してお

くべきではないでしょうか。本日、回答を求めるものではありませんが、今回の大きな変

化に伴う波及効果を理解しておくことは、将来、同様のケースや別の環境変化が起こった

際の対応の参考になるはずです。データの整理のあり方や情報の共有についても、ぜひご

検討いただければと思います。 

 

（教育長）今後の予算、指導方法、教職員の配置について、簡潔で結構ですのでそれぞれ御 

説明いただけますでしょうか。 

 

（参事兼教育政策課長）教育政策課としましては、学校再編で３校が統合するところまでが

一つの区切りの目安になってきます。これまでから、翌年度に必要な事業費を増額したり、

不要になったものを削減したりして調整してまいりました。 令和８年度は１校に統合され

た後ですので、予算面としては今回計上しましたスクールバス関連の費用が主となります。

今後は、南部地域以外の学校再編のためのチラシなどの費用を計上しております。 

 

（参事兼学校教育課長）教職員の配置という点では、児童生徒数は少子化により減少してお

りますが、一方で支援の必要な児童生徒は逆に増加しております。必要数に応じた配置を

維持、強化するために「学びサポート環境づくり事業費」を増額しております。 

 

（教育指導課長）４月に開校する天栄小学校では「自律した学習者」の育成を掲げ、主体的・
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対話的で深い学びに向けた、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を通じて新た

な価値を創造するこどもの姿を目指しております。市内のモデルとなるような形で進めて

いく予定でございます。 

 

（加藤委員）統合や学校を減らすことはマイナスなイメージがあるかもしれませんが、リソ

ースや予算をうまく集中させることで教育の充実を図ることもできるはずです。校舎統合

により捻出された財源を多様なお子さんのためのサポートや主体的な学びの補助に回すと

いった表現をすれば、地域にとってもいいことだと思います。単に減らすだけでなく、地

域としてより良い教育環境を整える方向に向かっていることを理解することが重要だと思

い、コメントさせていただきました。 

 

（服部委員）私からは３点教えてください。まず「学びサポート環境づくり事業費」につい

て、これだけの増額ということで、補助員さんや、少人数指導・複式学級・教科担任制の

ための非常勤講師、そして看護師さんを配属していただくための予算に、これだけつけて

いただけるのは、本当にありがたいことだと思っています。実際に人材を確保できる見通

しはいかがでしょうか。確保できなかった場合の予算はどうなるのかという点も併せて伺

います。２点目は「水泳授業委託事業費」についても増額となっています。現場の先生方

は非常にありがたいと感じていると思います。この増額の理由は人件費や物価高の影響な

のか、何なのかお聞かせください。３点目は「外国人児童生徒サポート事業費」について、

外国籍の子供たちにとって、この支援体制は非常に必要なものであると思います。説明の

中に「支援体制づくり」「支援体制の整備」という言葉が並んでいますが、具体的にどのよ

うなことに予算を使うのか、詳細を教えていただければと思います。 

 

（参事兼学校教育課長）１点目の人材確保についてですが、教職員の世界でも人材が不足し

ており苦しい状況はございます。ただ、今年度の様子を見ておりますと、年度当初は不足

もございましたが、年度途中での希望もあり、随時任用を進めてきた経緯がございます。

仮に４月１日時点で欠員があったとしましても、年度途中でしっかり配置していく、学校

の状況に応じて、負担が大きくなった際には追加をしていくなど、広い意味で年度を通じ

て継続的に人材を確保していくという考えで取り組んでまいります。 

 

（教育指導課長）水泳授業委託事業につきましては、昨年度は７校でしたが、来年度は新た

に８校拡大するため増額となっております。 

 

（教育支援課長）外国人児童の数は増加を続けておりまして、２月現在で 803 名となってお

ります。それに伴いまして支援の時間数が不足してきております。また、新しく日本に来

られる外国籍の児童生徒も増えておりますので、増額の要求をさせていただきました。本
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事業には国や市の様々なプロジェクトが含まれており少々複雑ですが、外国人児童支援員

が４名、それから外国人教育指導助手が８名、これらは市独自でつけております。また、

日本語指導の講師９名、母語協力員などの支援に関わる指導員を配置しています。本市は

分散方式をとっておりますので、市内のどの学校にいても一定の日本語指導が受けられる

よう、多くの指導助手を人数や規模に合わせて適切に配置、巡回させているという状態で

ございます。 

 

（服部委員）いずれの事業もこどもたちや現場の先生方にとって必要なものであると思いま

すので、増額が実現されますことを望みます。 

 

（松嶌委員）30ページの「学校給食費管理費／食材調達費」が１億円以上増額されています。

物価高騰が続く不透明な状況の中での、来年度予算における基本的な考え方を聞かせてく

ださい。 

 

（参事兼教育総務課長）令和８年度予算として、食材調達費として 10 億 825 万円を計上し、

昨年度の当初予算から比べますと１億 187 万９千円の増額となっております。背景としま

しては、やはり各食材の価格高騰でございます。令和７年度におきましても、当初の予算

額での執行が厳しいという形で、昨年 12月に補正予算をお願いさせていただいたところで

ございます。令和８年度予算では、令和７年度に要した金額に加えて、令和８年度以降の

物価上昇分を見込み、上乗せをした形で計上させていただきました。引き続き、執行額を

精査し、見極めながら執行を図ってまいりますが、物価が１年間に大きく変動する場合も

ございます。可能な限りは当初予算で見込みながらも、不足が発生するようでしたら、状

況に応じた予算対応を検討していきたいと考えております。 

 

（松嶌委員）不確定要素が多く、計画を立てることが難しい状況であることは重々承知して

おります。ただ、保護者の立場からすると、世間の状況を生活者自身が一番敏感に感じて

います。昨今の物価高がなかなか落ち着かない中で「また新たな負担が増えるのではない

か。」という不安が頭をよぎります。何らかの動きがある際は、できるだけ早めの通達やお

知らせをお願いしたいと考えております。併せて、コスト削減に向けた一手がないか、常

に検討していただきたいです。食材の仕入れ方法の工夫や入札の見直しなど、新たな考え

方も含め、調達コストを下げるための手段や方法を常に模索し、ぜひ積極的にチャレンジ

していただきたい。このことをお願いし、コメントとさせていただきます。 

 

（教育長）ほかによろしいでしょうか。それでは、御意見もないようですので、お諮りしま

す。議案第 2210号「令和８年度鈴鹿市教育費予算案について」を原案のとおり承認するこ

とに御異議はございませんでしょうか。 
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（委員一同）異議なし 

 

（教育長）御異議がないようですので、議案第 2210号を原案のとおり承認いたします。 

 

（教育長）それでは、次に報告事項に移ります。報告事項１番目の「令和８年度鈴鹿市立学

校の通学区域の弾力化による就学について」をお願いいたします。 

 

（参事兼学校教育課長）それでは、私からは報告事項の１つ目、「令和８年度鈴鹿市立学校の

通学区域の弾力化による就学について」の報告をいたします。１ページを御覧ください。

まず、（１）旭が丘小学校につきましては、２校で合計 15 人程度の受入人数を設定しまし

たが、希望者はおりませんでした。次に（２）白子中学校につきましては、４校で合計 85

人程度の受入人数を設定しましたところ、天栄中学校に 50人の希望者がおり、全員が決定

しました。なお、例年この場で報告させていただいております鈴鹿市立小学校小規模特認

校の就学につきましては、合川小学校が令和８年３月 31 日をもって、閉校することから、

令和７年度入学生の募集を最後としておりますことを申し添えます。以上で報告とさせて

いただきます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（松嶌委員）稲生小学校から天栄中学校へ 50人が希望されたとのことですが、これはどれく

らいの割合になるのでしょうか。また、受入人数の「50人程度」に対して、決定人数が 50

人となっていますが、これは 50 人に制限したということではなく、結果として 50 人の希

望があったという理解でよろしいでしょうか。 

 

（参事兼学校教育課長）稲生小学校区からの希望者が多く、学年の約５割程度が天栄中学校

を希望している状況でございます。決定人数の 50 人については、偶然、希望者が 50 人と

なったものでございます。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、次の報告事項に移ります。報告事項２番

目の「中学生ピロリ菌検診実施について」をお願いいたします。 

 

（参事兼学校教育課長）それでは、私からは報告事項の２つ目、「中学生ピロリ菌検診実施」

につきまして、１月 20 日（火）に開催されました第 13 回検討委員会の内容について報告

いたします。資料２ページ上段を御覧ください。初めに、１（１）令和６年度実施結果及

び令和７年度実施状況につきまして、地域医療推進課から報告がありました。今後のスケ
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ジュールにつきましては、令和８年２月ごろに、二次検査未受診者へ受診勧奨通知を送付

する予定でございます。検討委員会では、二次検査の受検状況につきまして、１（２）に

ございますように、「二次検査受検率が昨年度より低く、再度の受診勧奨が必要」「未受診

の理由を確認し、次年度の受診率向上を検討していく。」「二次検査を終え、大多数が異常

なしとの結果が出たことが重要」などの意見交換が行われました。 

次に、１（３）令和８年度の実施方法については、概ね、令和７年度と同様の方法でご

ざいますが、これまで以上に生徒や保護者への周知を行っていくことを確認しました。最

後に、１（４）令和９年度以降でございますが、保護者連絡システム（tetoru）による同

意書の提出や、学校検尿とピロリ菌検診の採尿容器の一本化などの実施方法について検討

し、受検率を高めていくことを確認しております。説明は以上でございます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（笠井委員）私もこの会議に参加させていただいております。教育委員会をはじめ、学校の

先生方にも大変御協力いただいており、心より感謝申し上げます。１点質問がございます。

令和６年度に２次検査が必要と判定された方の「除菌治療」の公費負担化についてですが、

公費で負担する方向で話が進んでいるかと思いますが、そのあたりは最終的にいつ頃決定

する予定か、もし分かれば教えていただきたいと思います。 

 

（参事兼学校教育課長）地域医療推進課からは、３月末あたりに改めて方向性が示されると

聞いております。 

 

（加藤委員）以前にも議論があったかもしれませんが、先ほどおっしゃっていた受診率の理

由の確認についてですが、個人情報の問題もあるとは思いますが、どのようなお子さんや

御家庭において受診率が低いのかという傾向を把握することも、非常に大事なのではない

でしょうか。場合によっては、ここから特別なサポートが必要なケースが見えてくること

もあると思います。このことについて現在、何か調べていることや把握されていることは

ありますでしょうか。 

 

（参事兼学校教育課長）２月頃に未受診者へ受診勧奨通知を送付する際に、アンケートなど

を添えるなどして、状況を把握しようとしている段階でございます。未受診の理由は多岐

にわたるとは思いますが、教育委員会として何かできることはないかを考えていくために、

まずはアンケートを通じて、原因を探っていくという状況でございます。 

 

（加藤委員）やはり学校などで活動しておりますと、本当に多様な御家庭やお子さんがいら

っしゃることを実感します。例えば、アンケートを実施するにしても、そもそも内容を理
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解することが難しいといったような、様々なケースが考えられると思います。単に受診で

きない理由を調べるだけでなく、「どのような部分で支援が届いていないのか。」「どのサポ

ートがうまく機能していないのか。」といった現状を把握できると良いのではないかと感じ

ましたので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、次の報告事項に移ります。報告事項３番

目の「令和７年度小中学校卒業証書授与式の告辞について」をお願いいたします。 

 

（教育指導課長）それでは、私からは報告事項の３番目「令和７年度小中学校卒業証書授与

式の告辞」につきまして、説明申し上げます。本年度の卒業証書授与式は、小学校は令和

８年３月 19 日（木）、中学校は令和８年３月６日（金）でございます。それでは、教育委

員会告辞について報告させていただきます。３ページを御覧ください。まず、小学校の告

辞を読ませていただきます。 

卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。小学校６年間の学びを無事終えられ、

今ここに、卒業証書を受け取られました。これは、皆さんが多くの方に支えられ、勉強や

運動に励み、努力されてきた結果です。さて、皆さんは、このフレーズを覚えているでし

ょうか。「天までとどけ、一、二、三。」これは、１年生のときに学んだ、仲間と雲にのっ

て、大空を進む物語「くじらぐも」の一節です。今日は、この「くじらぐも」をはじめ、

世界中で愛される物語を生み出した、作家の中川李枝子さんの話をします。 

 中川さんは、『ぐりとぐら』など、生涯で約 100冊もの作品を世に送り出しました。その中

でも、「くじらぐも」には特別な思いが込められています。 

中川さんのこども時代は、戦争の影響を大きく受けました。戦争が激しくなると、空襲

の危険があり、青空の下、のびのびと運動をすることさえ許されません。中川さんは、疎

開によって、離れ離れになった友だちへの思いを募らせ、よく空を眺めていました。「空は

どこまでもつながっている。雲にのれたら、友だちに会いに行けるのに。」と想像を膨らま

せます。友だちや先生のぬくもりを感じながら、笑いあった思い出が、慣れない環境で不

安な中川さんを、励まし、勇気づけたのです。 

こうした経験や思いが、「くじらぐも」の原点となりました。「くじらぐも」では、青空

の下、こどもたちと先生が手と手を取り合い、大きな輪をつくる場面があります。これは、

戦時中に、中川さんが心から願った光景でした。大切な人と笑顔で過ごせる、その当たり

前の喜びを、平和の証として、この物語を書き上げたのです。 

こうして誕生した「くじらぐも」は、50 年もの長い間教科書に掲載され、今もなお人々

に読み継がれています。 

これから皆さんが歩む道には、自分の力ではどうにもできないような困難があるかもし

れません。しかし、辛いときこそ身近な人の存在の大きさに、気づくことができるでしょ

う。中川さんが見上げた空のように、皆さんもまた、大切な人とつながっています。その
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ことが皆さんを励まし、勇気づけ、困難を乗り越える力となるはずです。これから先も、

様々な出会いや経験を糧に、自分の道を歩んでいってください。皆さん一人ひとりが、人

生という物語の主人公です。 

最後になりましたが、今日まで、校長先生をはじめ、諸先生方、数々の御支援をいただ

きました保護者の皆様や地域の皆様、関係の方々に、深く感謝申し上げますとともに、卒

業生の皆さんが、健やかに成長されることを心からお祈りしまして、告辞といたします。 

令和８年３月 19日 鈴鹿市教育委員会 

次に、３ページを御覧ください。中学校の告辞を読ませていただきます。 

卒業生の皆さん、御卒業おめでとうございます。 

皆さんは、中学校課程を無事に終えられ、栄えある卒業証書を手にされました。これは、

皆さんが今日まで勉学や心身の鍛錬に励まれた賜物であり、喜びもひとしおのことと思い

ます。 

さて、皆さんの中には、勉強や部活動で、自分なりの学習方法や練習方法を見つけられ

なかったり、自分の意見が人に伝わらず困ったりした経験はありませんか。どうすればこ

の状況を変えられるでしょうか。その方法の一つは、失敗を恐れず、もっとよくなるよう

に考え抜く「探究心」を持つことにあります。 

今日は、この「探究心」を生涯持ち続け、日本の「ものづくり」界を牽引してきた田宮

俊作さんを紹介します。田宮さんは、世界中から注目される模型メーカーのトップとして、

模型作りの魅力を世界に発信し続けました。皆さんの中にも、プラモデルやラジコンとい

った模型に夢中になっている人がいるのではないでしょうか。  

田宮さんが手掛けた模型には、「本物に近づけることで模型作りが何倍も楽しくなる」と

いう強い思いが込められています。そのため、田宮さんは、購入した車両を自分で解体し

て、構造を細かく調べ上げ、本物の姿を追い求めました。また、こども向けの模型であっ

ても妥協せず、細部まで忠実に再現することに徹底してこだわりました。 

しかし、最初からこの思いは世間に受け入れられたわけではありません。こどもたちが

求めていたのは、本物に近いことよりも、見た目の格好よさや、動かす楽しさでした。 

良かれと思って貫いたこだわりが、周囲との隔たりを生み、思い悩む日々が続きました。

それでも田宮さんは「本物に近づけて模型作りを何倍も楽しくする」という信念を持ち続

けます。その上で、誰もが感動できる模型作りとなるように、周囲の意見に耳を傾け、試

行錯誤を重ね、少しずつ人々の心を掴んでいったのです。 

田宮さんは、ただこだわり続けるだけではなく、他者の声に耳を傾け、様々な方法を繰

り返し試み、失敗を重ねながら自分が納得するまで答えを追究していきました。その飽く

なき姿勢こそが、田宮さんの「探究心」でした。 

皆さんはこれから、義務教育という課程を終え、自らの意志で新しい道を切り拓く段階

へと進みます。困難を乗り越えようとするとき、未知の領域へ踏み出そうとするとき、田

宮さんの持ち続けた「探究心」を胸に、豊かな未来を創り出していってください。 
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最後になりましたが、校長先生をはじめ、諸先生方、数々の御支援をいただきました、

保護者の皆様や地域の皆様、関係の方々に、深く感謝申し上げますとともに、卒業生の皆

さんが、健やかに成長されることを心からお祈りしまして、告辞といたします。 

令和８年３月６日 鈴鹿市教育委員会 

当日は、御出席と告辞の朗読をよろしくお願いいたします。以上で報告とさせていただ

きます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（服部委員）今回、小学校も中学校もいわゆるメジャーといわれる方ではありませんでした

ので、どうなるのかと思って読ませていただきました。私自身が卒業式告辞に関わらせて

もらってから、もう 10年以上経ちますが、この小学校の告辞は読んでこみ上げ、泣けてく

るような感じがあり、それは初めてのことです。告辞の担当の方にはぜひお伝えいただけ

ればと思います。 

少し気になるところを言わせていただくと、「皆さん一人ひとりが、人生という物語の主

人公です。」という言葉ですが、少し浮いているような気がします。「出会いを大事にして、

身近な人との繋がりを大事にしてくださいね。」ということと、「こどもたちが主人公であ

る。」ということが、どのように繋がるのでしょうか。良い言葉なのですが、そこだけ浮い

ているような感じで、気になりました。その前の行の「様々な出会いや経験」の前に、例

えば「多くの経験を糧に」や「たくさんの経験を糧に」といった言葉を入れていただくと

いいのかなと思いました。小学校については、この一文をなぜ入れたのかということと、

必要なのかどうかというところをお聞きさせていただきます。 

次に、中学校の告辞についてですが、読ませてもらううちに、プラモデルの田宮さんと

いうことがわかりました。決してメジャーな方ではありませんが、この文章も非常にすば

らしく、すっと心に入ってきました。特に、問いかけの文の形が入っているので、「こども

たちがこれについて考えるだろうな。」と思えて、とても良いなと思いました。 

次の「最初からこの思いは世間に受け入れられたわけではありません。」という箇所です

が、言葉の場所を変えて、例えば「この思いは、最初から世間に受け入れられたわけでは

ありません。」とした方が、「この思いは」という主語が前に出る分、強調できる気がしま

す。あるいは、この順番のままであれば、助詞を「は」ではなく「が」にして、「最初から

この思いが世間に受け入れられたわけではありません。」とする方が自然と入ってくるよう

に思います。次の６ページの３行目からもしっかり納得できる内容となっています。４行

目の「周囲の意見に耳を傾け」という部分ですが、もしこれまでこの方が周囲の意見に耳

を傾けていなかったのであれば「周囲の意見にも耳を傾け」というふうに、「も」を入れた

らどうかと思いました。そうすると次の段落に繋がります。 

次の段落も良いなと思ったのですが、最後の「その飽くなき姿勢こそが、田宮さんの『探
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究心』でした。」というところを「その飽くなき『探究心』こそが、田宮さんが世界に認め

られる模型に繋がりました。」とした方がいいかなと。結局、この「探究心」が告辞の中心

になると思うのですが、最後のこどもたちに向けた段落の４行目「『探究心』を胸に…」の

後は、動詞が来た方がよいと思いました。例えば「『探究心』を発揮して」「『探究心』を生

かして」「『探究心』を持って」進んでいってくださいという形です。「田宮さんの持ち続け

た」という言葉をあえてここまで引きずらなくてもいいのではないかと思いました。一歩

踏み出そうとする時に「『探究心』を持って」や「発揮して」など、動詞が来る方がよいの

では。告辞の報告は、例年２月下旬の教育委員会会議でしたので、今回は随分早いなと思

いましたが、内容がとても良くて、両方とも胸に響きました。 

これは私見ですが、自身が事務局であった時は「なぜ作成にこんなに時間をかけなけれ

ばいけないのか。」と思ったこともありました。「卒業式で聞いてもらえているのだろうか。」

と不安になることもありましたが、管理職になり、地域の方で毎年告辞を楽しみにしてい

る方が多かったり、先生方も「告辞、ちゃんと聞いていますよ」と言ってくださったり、

思っている以上に、告辞に興味を持ってくださっている方がいることを実感できました。

また、教育指導課の方々の御苦労が届いているのだと非常に嬉しく思いました。 

 

（教育指導課長）小学校の告辞において「人生という物語の主人公です。」という一文が入っ

ているのかという点についてですが、内部でも色々と意見がありました。最終的には、こ

どもたち一人ひとりに自分の人生をしっかりと考えてもらいたいという強い思いや、色々

な方との出会いを通じて自分の道を歩んでいく際に、やはり「自分の人生は自分が主人公

である。」ということをこどもたちに伝えたい。こうした意図から、この一文を入れており

ます。 

 

（加藤委員）せっかくの機会ですので教えていただきたいのですが、なぜ今回この２名を選

ばれたのか、理由をお聞きしたいです。昨年は、特定の団体がテーマになっていたかと思

います。このように人物や団体を題材にするというのは、この地域の伝統なのでしょうか。

他地域では、必ずしも人を取り上げないところもあるかと思いますが、そのあたりをどの

ように考えて現在の形になっているでしょうか。基本的にこのような流れになっていると

いうのは、何か決まったことがあるのか、それともこれまでの流れを汲んでやっているの

でしょうか。これだけ時代が変化してきているので、こういうところも変えていってもい

いのではないかという個人的な思いもありまして質問させていただきます。 

 

（教育指導課長）なぜこの２人なのかということですが、小学校については、小学校１年生

の教科書に掲載されている作品の作者であるということで選んでいます。この方のこども

の頃の経験や作品に込めた思いを通じて、こどもたちにぜひ「平和への思い」などを伝え

たいと考えました。特に、中川氏は元々、絵本作家でしたが、小学校の教科書に載る話を
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書くことになった際、「絵本は自分が読みたいものを読むものだが、教科書は必ず誰もが読

むものである。」と考え、その上で１年生にどのようなメッセージを伝えていくべきか、様々

に葛藤して作品が生まれたという経緯があり、この思いをこどもたちに伝えたいという理

由で選んでいます。 

  中学校につきましては、プラモデルの「タミヤ」の会社を立ち上げた田宮氏を選びまし

た。一般的に馴染みが深くないかもしれませんが、田宮氏についても、やはり「本物を追

求していく。」というこだわりを持ち、誰もが楽しめるものを作るという信念を持っておら

れます。これから社会に出ていく中学生に向けて、この信念を伝えたいというところで、

選ばせていただきました。 

 

（加藤委員）作り手側の「思い」が本当に伝わるかどうかという点は、非常に重要であると

思います。作り手側の自己満足で終わってしまうのが一番良くない。先ほども申しました

が、お子さんの背景も多様になってきていますので、日本の伝統といったことにこだわり

すぎるのも、これからは考えていかなければいけないところがあるのではないでしょうか。

例えば、１年生で勉強した内容であるといっても、全然それを知らない子もいるわけです。

作り手の思いばかりが先行してしまうというのは、今の時代には気をつけなければいけな

いことだと感じました。もう一点は、非常に苦労して題材を選ばれている中で、変えてい

く部分と鈴鹿市の教育だからこそ毎年同じことを伝えていかなければならない部分の両方

を入れていってもよいのではないでしょうか。この地域で学んだ子には、卒業式の最後に、

毎年同じような共通のメッセージがあり、もう半分は、その子たちが小学校や中学校で過

ごしてきた中での変化や時代に合わせた部分を入れるなどといったように「鈴鹿で育った

子は、必ず最後にこのメッセージを受け取って卒業してほしい」というような、変化して

いくものと守っていくべき大事なものその両方がこれからは求められるのではないかと思

います。伝統を大切にしつつ、時代に合わせてブラッシュアップしていくという観点でコ

メントをさせていただきました。 

 

（松嶌委員）読んでいて１箇所だけ疑問に思ったのが、中学校告辞の 13行目のところで「皆

さんの中にも、プラモデルやラジコンといった模型に夢中になっている人がいるのではな

いでしょうか。」という一文があります。我々の世代は、すごく夢中になって、毎日のよう

に街中の模型店へ自転車で行った思い出があるのですが、今のこどもたちにとって、プラ

モデルやラジコンというのはそれほど盛んなのでしょうか。また、男子、女子を区別する

わけではありませんが、内容が少し特定の層に偏ってしまうのではないかという感じがし

ています。 

 

（教育指導課長）今の時代でも、夢中になってもの作りをする子は一定数おりますので、十

分に伝わる内容ではないかということで考えさせていただきました。 



 15 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、その他事項に移ります。「令和８年２月教

育委員会臨時会の開催について」をお願いします。 

 

（参事兼教育総務課長）令和８年２月教育委員会臨時会でございますが、令和８年２月 24日

（火）午後２時から教育委員会室において、開催したいと存じます。 

 

（教育長）ただ今の提案に、御異議ございませんでしょうか。 

 

（委員一同）異議なし 

 

（教育長）御異議がないようですので、令和８年２月教育委員会臨時会を令和８年２月 24日

（火）午後２時から教育委員会室において、開催することにいたします。 

 

（教育長）以上をもちまして令和８年２月教育委員会定例会を終了いたします。ありがとう

ございました。 

 

  ２月教育委員会定例会終了 午後２時 39分 

 

 

                  以上会議の顛末を録し、ここに署名する。 

 

                  教育長   廣田 隆延 

 

                  委 員   服部 直美 

 


